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１．目的  

2004 年のスマトラ島沖地震を契機に、地震だけでなく津波に対する防災教育の必要性が高まっており，海

岸工学研究者が果たすべき役割は重大となっている．しかし，防災教育の手法は確立されておらず、防災教育

の担当者は試行錯誤を繰り返している。学校防災教育では自発的に防災に取り組めるような人材を育てること

が重要である。このため、教授側は受講側の意見から得られる、防災教育の問題点と向き合わなければならな

い。しかし、子ども達や教諭は専門家に批判的な意見を言い難く、専門家から見れば自身の防災教育の問題点

に気づき難い。また学校教諭は子ども達への教育のプロであり、専門家はその意識を汲むべきである。防災教

育の継続のためには、専門家は学校教諭らと意思疎通を図り、教諭らが能動的に防災教育に取り組めるような

方法を考え、教諭を介した子ども達への防災教育が必要である。本研究では、大都市と徳島県内の防災教育を

担当する教諭らに地震及び津波に関する防災教育を実施するとともに，教諭らが実施した防災教育の中で抽出

された課題について検討している．この検討を通して，津波防災の専門家が学校教諭を介して若年層へ津波防

災教育を行うための手法と学年による教授限界について言及する。なお対象は最初の義務教育期間となる小学

校とした。 
２．研究の内容  

第１著者は 2006 年から東京都の２小学校、京都府１小学校、大阪府１小学校、徳島県８小学校の学年主任

を中心とした合計 85 名の教諭らに防災教育を実施した．その後，教諭らが防災教育を実施する中で，随時意

見交換をしながら，共同で学年別の地震・津波防災教育のコンテンツを洗い出した（表-1）。地震や避難行動

に関係する項目は低学年でも履修させたいと考える教諭が多いのに対して、津波の知識に直結するような項目

は中学年以上で良いと考える傾向が見られた．このことより地震に比べて津波に対する防災教育を必要と考え

ている教諭の割合は低いことがわかる。図-1に、徳島県内 5 小学校の教諭らが子ども達に図中 19 項目の防災

教育を実施し、毎回の防災教育実施後に行った小テストの平均点を示す。なお小学校の立地条件による得点の

差はなかった。仮に 60 点を合格点として図中に点線を引くと、四角で囲った 5 つの項目は小学 3 年生以下が

不合格と判定される項目である。また，小学生の学年別学習能力のうち、防災教育に関わってくる７つの項目

について教諭らと検討した（表-2）。この結果より、①小学 3 年生以下は数字理解度が低い、②日本語の理解

能力や地図把握能力に限界がある、③海の災害の認識度が低い、ことが明らかになった．図-1 の 5 項目の評

価が低い原因として小学校低学年では津波のメカニズムなどを理解する能力が低いためであると判断された。 
３．主要な結論  

防災教育を有効に実施するには、受講側の能力の限界を見極め、適切な範囲で行うべきである。特に小学校

のような低年齢層の場合、津波防災専門家が得意とするメカニズムなどは理解度が低いため，教諭からのアド

バイスを受けながら進めるか，教諭を介して防災教育を実施すべきである。一方，小学校高学年では津波メカ

ニズムなどにも関心を寄せる児童もいるため，避難行動などの内容と組み合わせて実施することも有効である．

防災教育を継続させるためにも学校教諭らが防災教育自体に能動的に取り組むような仕組みを作ることが重

要である。 
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表-1 授業内容と修学必要性の有無（○：必要，×：不要，△：どちらでも良い） 
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図-1 各授業内容の学年別試験結果 

表-2 小学生の学年別学習能力 
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